
鶴
見
で
内
科
を
開
業
し
て
い
る
荒
井
保
男
先
生
が
こ
の
た
び
中
央
公

論
社
か
ら
『
医
の
名
言
」
を
出
版
し
た
。
著
者
は
約
十
年
前
か
ら
最
近

に
至
る
ま
で
八
十
編
の
『
医
の
言
葉
」
を
「
新
薬
と
治
療
」
誌
上
に
連

載
し
、
私
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
目
を
通
し
て
い
た
。
今
回
そ
の
中
の
五

十
二
編
（
日
本
中
国
二
十
九
、
外
国
二
十
三
）
を
選
び
、
年
代
順
に
並
び
変

え
、
加
筆
、
訂
正
、
削
除
し
て
一
書
と
な
し
た
も
の
で
、
大
変
読
み
や

す
く
な
っ
て
い
る
。

彼
は
臨
床
医
家
で
あ
る
と
同
時
に
大
変
な
努
力
家
で
あ
る
。
博
覧
強

記
、
そ
の
上
多
読
、
名
文
家
で
あ
る
。
医
学
の
歴
史
は
大
分
前
か
ら
研

究
し
、
造
詣
が
深
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
文
学
博
士
の
肩
書
き
に

ふ
さ
わ
し
く
、
単
に
医
学
史
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
般
文
化
人
、
哲

学
者
、
科
学
者
、
化
学
者
、
文
筆
家
等
に
対
し
て
も
研
究
の
分
野
を
広

め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
兼
好
法
師
、
岸
田
吟
香
、
橋
本
左
内
、
中
江
兆

民
、
正
岡
子
規
、
細
井
和
喜
蔵
、
ト
ー
マ
ス
・
モ
ア
、
ラ
ヴ
ォ
ア
ジ
エ

等
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
普
通
こ
れ
ら
の
人
は
医
師
の
対
象
に
は
入
ら

ず
除
外
さ
れ
て
し
ま
う
が
、
著
者
は
上
手
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
兼

好
法
師
で
は
「
命
長
け
れ
ば
恥
多
し
」
は
彼
の
本
心
で
な
く
、
老
人
は

安
心
立
命
の
境
地
に
達
す
る
の
が
本
命
で
あ
る
と
す
る
。
末
期
ガ
ン
の

患
者
で
余
命
一
年
半
と
知
っ
た
中
江
兆
民
は
．
の
一
年
半
は
疾
也
、

他
の
一
年
半
は
日
記
な
り
」
の
言
葉
を
残
し
た
。
法
律
家
で
著
述
家
の

ト
ー
マ
ス
・
モ
ア
は
自
殺
を
否
定
、
安
楽
死
を
肯
定
し
て
い
る
。

荒
井
保
男
苫
「
医
の
名
言
』

さ
て
本
題
に
返
っ
て
、
本
書
の
題
名
が
「
医
の
名
言
」
で
あ
る
よ
う

に
、
各
章
の
初
め
に
登
場
人
物
の
名
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。
引
き
続
い

て
そ
の
説
明
だ
け
な
ら
、
普
通
の
書
き
方
で
あ
ろ
う
が
、
著
者
は
読
者

の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
生
年
、
死
亡
年
の
ほ
か
、
当
時
の
医
学
界
の

状
況
と
登
場
人
物
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
述
べ
て
い
る
。

中
国
と
日
本
の
古
代
医
学
史
を
知
り
た
け
れ
ば
、
『
史
記
」
扁
鵲
倉
公

伝
、
「
傷
寒
論
』
『
医
心
方
」
の
三
章
を
熟
読
さ
れ
た
い
。
「
巫
を
信
じ
て

医
を
信
ぜ
ざ
る
は
、
治
せ
ざ
る
な
り
」
と
述
べ
た
脈
診
、
鍼
灸
の
大
家

扁
鵲
の
全
貌
が
如
実
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
『
傷
寒
論
」
は
張
仲
景
の

著
作
と
さ
れ
る
が
、
「
黄
帝
内
経
」
と
と
も
に
中
国
医
学
を
代
表
す
る
二

大
古
典
で
あ
る
。
著
者
が
深
い
感
動
を
覚
え
た
本
論
の
序
文
を
皆
さ
ん

も
賞
味
し
て
頂
き
た
い
。
『
医
心
方
」
は
丹
波
康
頼
の
著
述
で
い
う
ま
で

も
無
く
我
が
国
最
古
の
医
書
で
三
十
巻
か
ら
な
る
。
中
国
文
献
の
失
わ

れ
た
部
分
を
大
量
に
残
存
し
て
い
る
点
に
価
値
が
あ
る
。
文
頭
言
に
掲

げ
ら
れ
た
医
の
名
言
は
「
医
心
方
」
第
一
巻
か
ら
の
言
葉
で
「
千
金
方
」

か
ら
と
っ
た
言
葉
と
い
わ
れ
る
。
著
者
は
結
語
と
し
て
．
読
し
て
私

は
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
「
医
戒
」
を
思
い
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

そ
こ
に
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
共
通
し
た
医
師
へ
の
戒
律
が
あ
る
。
た

だ
異
な
る
の
は
、
そ
の
底
に
流
れ
る
思
想
で
あ
っ
て
、
西
洋
で
は
「
愛
」

で
あ
り
、
東
洋
で
は
「
慈
悲
」
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。

臨
床
観
察
と
経
験
を
重
ん
じ
、
自
然
治
癒
力
を
信
じ
た
「
医
聖
」
ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス
の
言
葉
は
「
吾
人
は
経
験
を
貴
ぶ
」
で
あ
っ
た
。
哲
学
者

で
あ
り
、
解
剖
学
者
で
も
あ
っ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
言
葉
は
「
自
然

は
無
駄
な
も
の
や
余
計
な
も
の
を
作
ら
な
い
」
で
あ
っ
た
。
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鎌
倉
時
代
の
医
療
で
は
、
忍
性
、
栄
西
、
性
全
の
三
人
を
挙
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
残
念
な
事
に
本
書
で
は
忍
性
の
名
は
で
て
は
い
る
が

記
載
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
彼
の
名
言
も
見
ら
れ
な
い
。
「
茶
は
養
生
の

仙
薬
な
り
。
延
齢
の
妙
術
な
り
。
」
と
唱
え
た
栄
西
は
宋
か
ら
茶
を
輸
入

し
、
源
実
朝
の
二
日
酔
い
に
茶
を
勧
め
る
と
同
時
に
『
喫
茶
養
生
記
」

を
進
呈
し
茶
を
我
が
国
に
定
着
さ
せ
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
「
慈
心
ノ

心
ヲ
以
テ
・
…
・
・
」
の
梶
原
性
全
は
仮
名
書
き
の
『
頓
医
抄
」
と
漢
文
の

『
万
安
方
」
を
著
し
こ
こ
に
描
か
れ
た
内
景
図
は
我
が
国
最
初
の
も
の

と
さ
れ
る
。

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
、
ア
ン
プ
ロ
ア
ズ
・
パ
レ
、
ウ
イ
リ

ア
ム
・
ハ
ー
ヴ
ェ
ー
等
の
描
写
も
手
慣
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
日
本
医
学
中
興
の
祖
」
と
称
せ
ら
れ
た
曲
直
瀬
道
三
は
若
く
し
て
田

代
三
喜
に
巡
り
あ
い
、
の
ち
京
都
へ
で
て
啓
迪
院
を
作
り
弟
子
を
教
育

し
た
。
李
朱
学
の
長
所
を
取
り
、
「
慈
仁
」
を
我
が
言
葉
と
し
た
。
毛
利

元
就
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
ら
の
武
将
か
ら
も
尊
敬
さ

れ
た
と
い
う
。
道
三
の
啓
迪
集
は
甲
斐
の
永
田
徳
本
に
も
継
承
さ
れ
、

徳
本
は
患
者
の
貧
富
に
は
関
係
な
く
一
服
十
八
文
の
薬
で
医
療
を
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
。
彼
の
「
医
弁
」
に
は
「
万
病
利
ツ
カ
エ
テ
：
：
・
・
」
の

名
句
が
あ
る
。

江
戸
時
代
鎖
国
下
の
日
本
へ
危
険
を
お
か
し
蘭
官
医
と
し
て
来
日
し

た
外
国
人
の
数
は
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
代
表
と
さ
れ
る
の
は
ケ
ン
ペ

ル
、
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
三
人
で
あ
る
。
こ
の
三
人
は
時

代
も
少
し
ず
つ
異
な
り
、
来
日
の
目
的
も
違
っ
て
い
た
が
、
日
本
に
西

洋
の
文
化
を
も
た
ら
し
、
日
本
を
世
界
に
紹
介
し
た
点
で
は
い
ず
れ
劣

平
成
六
年
八
月
某
日
、
長
門
谷
洋
治
先
生
よ
り
「
皮
膚
科
の
病
名
由

来
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト
」
を
い
た
だ
き
（
正
式
に
は
Ｉ
は
入
っ
て
い
な
い
が
、

こ
こ
で
は
便
宜
上
捜
入
し
た
）
、
続
い
て
七
年
十
一
月
八
口
に
続
編
た
る

Ⅱ
を
い
た
だ
い
た
。

両
編
と
も
西
山
茂
夫
名
誉
教
授
（
北
里
大
学
）
の
監
修
の
下
に
、
○
今

泉
孝
、
○
小
野
公
義
、
○
蔵
方
宏
昌
、
小
泉
雄
一
郎
、
○
長
門
谷
洋
治
、

前
田
学
、
藤
岡
彰
の
諸
先
生
の
執
筆
（
右
肩
の
○
印
は
本
学
会
々
員
を
示

ら
な
い
。
ケ
ン
ペ
ル
は
元
禄
の
平
和
日
本
で
、
将
軍
綱
吉
か
ら
「
長
寿

の
秘
薬
は
な
い
か
」
と
聞
か
れ
、
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
は
梅
毒
の
水
銀
療
法

を
初
め
て
Ⅲ
本
人
に
教
え
、
シ
ー
ポ
ル
ト
は
植
物
学
、
動
物
学
そ
の
他

も
ろ
も
ろ
の
研
究
を
し
た
こ
と
が
本
書
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

の
三
人
の
比
較
研
究
も
大
変
興
味
深
い
。

字
数
に
制
限
が
あ
る
た
め
、
本
書
の
最
後
部
に
見
ら
れ
る
人
物
（
貝
原

益
軒
、
賀
川
玄
悦
、
「
医
は
意
な
り
」
良
沢
、
玄
白
、
側
寛
斎
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ

ー
ル
、
ヴ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
、
パ
ス
ッ
ー
ル
等
）
の
コ
メ
ン
ト
は
割
愛
し
た
。
本

書
を
座
右
に
備
え
、
直
接
玩
味
さ
れ
る
事
を
希
望
し
て
欄
筆
す
る
。

（
大
滝
紀
雄
）
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